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HCR NEWS 2014

【6】	10月3日（金）13:30〜15:30
「社会福祉施設等を元気にする生物資源の
活用 〜 高齢者の生活の質の向上から野生動物の
皮革の利用まで」

【7】	はじめての福祉機器  選び方・使い方セミナー
●	 10月1日（水）
11:00〜12:00「トイレ・排泄用品」
13:00〜14:00「住宅改修」
15:00〜16:00「入浴機器」

●	 10月2日（木）
11:00〜12:00「ベッド」
12:30〜13:30「リフト等移乗用品」
14:00〜15:00「杖・歩行器等補助用品」
15:30〜16:30「車いす」

●	 10月3日（金）
11:00〜12:00「コミュニケーション機器」
13:00〜14:00「福祉車両」
15:00〜16:00「自助具」

【8】	高齢者むけの手軽な日々の食事
 〜惣菜やレトルト食品をおいしくバランスアップ
	 10月1日（水）〜3日（金）の各1時間

特別企画・デモンストレーション
〔参加者:4,045名〕

【9】障害児のための「子ども広場」
1.  福祉機器展示コーナー（製品展示及び説明）

10月1日（水）〜3日（金）	1日3回	各1時間

2.  相談コーナー（療育相談及び福祉機器相談）
10月1日（水）〜3日（金）	1日3回	各1時間	

3.  家のなかはキケンがいっぱい！
発達障害のある子どもの安全対策
ひと工夫コーナー 
10月1日（水）〜3日（金）の各日13:00〜15:00

4. 子ども広場で広げよう!!　
 子どもの車いすトレーニング編
10月3日（金）
①12:30〜13:00　車いす試乗・調整
②13:00〜14:45　車いすトレーニング
③14:45〜15:15　商品紹介

5. ひとやすみコーナー
会期中3日間、保育士が常駐

【10】	ふくしの相談コーナー

【11】	高齢者・障害者等の生活支援用品コーナー
 〜 旅を楽しむ「10のコツ！」と便利なグッズ展

【12】	福祉機器開発最前線

【13】	アルテク講座2014 
〜 身の回りにあるテク

3 3 3 3

ノロジー（アルテク
3 3 3 3

）で
創る豊かで楽しい生活
●10月1日（水）
12:00〜13:00　

「スマホやタブレットをコミュニケーション
エイドに変える〜アルテク

3 3 3 3

を用いた言語障害の
ある人の生活支援重度障害のある人の意思を
読む」

H.C.R. へ 15回目の出展を迎えた企業・団体に感謝状を贈呈

　H.C.R.では毎年、本展示会への出展が15回目を
迎える企業・団体に対して感謝状を贈呈していま
す。今年は海外1社・国内11社がこれに該当する
こととなり、会期の初日にあたる10月1日（水）に
贈呈式を行いました。

　本紙面において、感謝状贈呈の対象となられた
全12社の会社名および贈呈式の模様をご紹介する
とともに、これまでの長年にわたるご協力に対し
てあらためて感謝を申しあげます。

15回出展感謝状贈呈企業
(海外1社　国内11社)

	 1	 Etac	AB	（Sweden）

	 2	 アキレス	㈱

	 3	 	㈱	島製作所

	 4		住宅防火対策推進協議会

	 5	 	㈱	シロクマ

	 6	 シンテックス	㈱

	 7	 	㈱	スギヤス

	 8	 	㈱	スワニー

	 9	 トーエイライト	㈱

	10	 ㈱	ニッシン自動車工業

	11	 ピーエス	㈱

	12	 ㈱	ムーンスター

※社名五十音順／アルファベット順

14:00〜15:00　
「身の回りにあるテク

3 3 3 3

ノロジー（アルテク
3 3 3 3

）が
支援技術に変わる〜支援技術を使いこなすため
の障害理解」

15:30〜16:30　
「アルテク

3 3 3 3

を読み書きなど学びのツールに
変える〜アルテク

3 3 3 3

を用いた発達障害や認知障害
のある人の生活支援」

●10月2日（木）
10:30〜11:30　

「スマホやタブレットを視覚障害の福祉機器に
変えるアプリ〜アルテク

3 3 3 3

を用いた視覚障害の
ある人の生活支援」

13:00〜14:00
「スマホやタブレットのアクセシビリティ〜肢体
不自由の人がスマホやタブレットを使いこなす」

15:00〜16:00
「Windowsパソコンのアクセシビリティと応用
〜アルテク

3 3 3 3

を用いた障害のある人の生活支援」

●	10月3日（金）
12:00〜13:00

「障害者差別解消法とアルテク
3 3 3 3

の意味〜合理的
配慮の1つとしてのアルテク

3 3 3 3

」

14:00〜15:00
「障害者雇用とアルテク

3 3 3 3

〜障害者雇用現場での
アルテク
3 3 3 3

活用の実際」

15:30〜16:30　
「ゲーム用カメラを生活支援ツールに変える〜
重度肢体不自由や重複障害のある人の
生活支援」

【14】被災地応援コーナー


